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サポートセンター通信（仮称） 

kaｋ 
 

 

市民の皆さん、はじめまして。 

松本市市民活動サポートセンターは、去る

９月 22日、松本市役所大手事務所 2階に開

所したばかりの施設です。  

当センターは、松本市が設置した、市民

活動を支援・促進するための場所です。 

いま、様々な分野で進む市民活動。

そうした活動の場の提供や、活動支

援などを行います。産声をあげたば

かりの当センターですが、みなさん

の活動拠点となり、人と人との出会

いから新しい道ができていくよう

な、そんな場所を目指してまいりま

す。 

当日のオープニングセレモニーの模様。正面は菅谷昭市長。 

市長からは、「この施設の利用方法は、市民の皆さんとの協働で決定 

しました。幅広い市民活動をサポートし、大勢の方が集い、交流す 

る施設になることを期待します。」とあいさつがありました。 

MCS とは・・・ 

M atsumoto city（松本市） 

C itizens activity（市民活動） 

  S upport center（サポートセンター）の略です。  

松本市市民活動  

MCSイベント情報 

松松本本市市 NNPPOO 法法人人情情報報交交換換会会＋＋助助成成金金・・補補助助金金学学習習会会  

  

日時：2006(平成 18)年 1月 11日 (水) 

   午後 7時 ～ 午後 9時 

場所：松本市市民活動サポートセンター 

   （フリースペース） 

講師：黒沢正行氏 

   株式会社 ＭＫコンサルティング代表取締役 

講師：長野県コモンズ・地域政策チーム出前講座 

 

松本市内に活動拠点を置く特定非営利活動法人

(NPO 法人)の皆様にお集まりいただき、ネットワー

ク拡大のための情報交換をしていただくと同時に、

今後の MCSの活用についての意見交換、名刺交換会

等も予定しております。 

 

 

 

MCSイベント情報 

松松本本市市内内大大学学連連携携懇懇話話会会  

日時：2005(平成 17)年 12月 21日 (水)  

   午後 7時 30分 ～ 午後 9時 

場所：松本市市民活動サポートセンター （相談室） 

コーディネーター：白戸 洋氏 

松本大学助教授 

専門：地域開発、NPO 

参加予定大学：信州大学、松本歯科大学、松本短期大 

学、松本大学、松本大学松商短期大学 

部 (五十音順) 

各大学のボランティアサークル及び市民活動団体

支援組織の方々にご参加いただき、行政と松本市内の

大学、そして市民との連携について意見交換をしてい

ただく予定です。信州大学及び松本大学のボランティ

アサークルの活動事例発表、今後の MCSを拠点とした

活動についての意見交換等も予定しております。 

 

 

 

セセンンタターー発発
．．．．．．．．．．

  イイベベンントトののおお知知ららせせ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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目的  『市市民民活活動動・・協協働働のの場場』 
  市民活動は、なんといっても“市民が主役”。 

当センターは、活動支援・促進を通して、市民協働を推進するための拠り所となることを目指します。 

具体的には、市民活動の機会と場を提供し、活動支援、交流促進、インキュベート（立ち上げ）支援、情報 

の収集・提供などを図る場となります。   

センターの機能 
①活動拠点        市民活動の拠りどころ。 

②コーディネート機能   市民・市民活動団体・行政間など、活動主体間の協働のコーディネ―ト。 

③交流・ネットワーク機能 市民・企業・大学・学校・行政の連携及び交流・ネットワークの推進。          

④情報の収集・提供機能  ＮＰＯ、ボランティアなどの市民活動や、行政・企業・支援団体及び 

人材等に関する情報の収集・提供。 

⑤調査・研究機能     市民活動全般及び先進的な取組み等の調査。 

⑥教育・研修機能     市民活動団体及び人材の育成。活動活性化のための能力開発。市民活動に関わ 

る講習会・講演会・勉強会などの実施。 

⑦広報・啓発機能     各種市民活動などの認識や理解を深めるための広報・啓発活動。 

機関誌の発行。センターホームページの開設。 

⑧相談機能        市民活動の立上げ・運営や、ボランティア活動などに関する相談。 

⑨指針の具現化     「市民と行政の協働推進のための基本指針」に基づき、協働の推進策を具体的に 

実行する。（→松本市の協働指針は、以下のＵＲＬから御覧になれます。 

http://www.city.matsumoto.nagano.jp/tiiki/kyoudou/kyoudoukihonsisin/inde 

x.html ） 

⑩その他         コミュニティ・ビジネスの創出と活動の促進。 

施設のご案内 
          

フリースペース  

４人掛けテーブル

が６セットあり、

少人数の打合せや

軽作業に使用でき

ます。空間を自由

に使えますので、

各種イベントや、

講演会にも最適で

す。 

相談室(会議室) 

個室となってお

り、最大３０名ま

で使用できます。

会議や研修会、勉強

会などに最適です。 

キッズコーナー 

お子様を遊ばせな

がらの打合せなど

に。アクションジ

ムがございます。 

作業スペース 

印刷機・紙折り機・

裁断機などがあり、

印刷や資料の作成

に、ご使用いただけ

ます。 

レターケース 

団体･会員間の連絡

のために。また、チラ

シの保管にもご利用く

ださい。 

情報コーナー 
パソコンが２台あり、インター

ネットが閲覧できます。 

また、松本市内にあるNPO等

の市民活動情報も閲覧できま

す。 

情報掲示板 
団体の募集情報や、イベ

ント告知ポスターなど

を掲示することができ

ます。（持ち込み大歓迎） 

パンフレットスタンド 

パンフレットやチラシの 

持ち込みが可能です。 

活動のPRなどにご利用 

ください。 

マルチボックス 

扉なしのボックスで、作

業スペースに９個、情報

コーナーに３０個ありま

す。団体の資料などを置

くことができます。 

② 

イベント 



      

     

  

＊ サポートセンターにボランティアコーディネーター！ 

毎週火・金曜日午前１０時から午後７時まで、サポートセンター内に、松本市社会福祉協議会

からＶコーディネーターが駐在します。ボランティアについてのさまざまな相談や情報をお待ち

しています。夕方７時までＯＫ。学校の帰りや、お勤め帰りにも、気軽にお立ち寄りください。 

また、毎週水曜日の午後２時から５時は福祉アドバイザーが相談をお受けします。どうぞご利用

ください。 

 

＝お知らせ＝ 

災害救援ボランティアセンター立ち上げ訓練実施  

     12月１７日（土） 午前10時～２時４５分 総合社会福祉センター他 

災害救援ボランティアセンターってなあに？ 
大規模災害が発生すると、近隣の市町村をはじめ、県外からも救援や支援のためのボランティア 

   さんがたくさん集まってきます。資格や専門知識を持っている方や技能を生かしたり、急を要したり 

人手の欲しい所へ効率よくボランティア派遣をするためのセンターです。 

どんな訓練をするの？ 

  まず、災害の被災地の様子について話を聞きます。その後、災害が発生し、ボランティアに来る人 

センターで受付をしたり説明をする人、被災地から出て来るニーズなどを想定し、センターの運営 

を実演してみます。スムースにたくさんのボランティアを動かすための訓練です。 

 

ボランティア役や、スタッフになってみませんか？関心のある方はぜひお出かけください。 

お問い合わせ等は・・・・    松本市社会福祉協議会地域福祉課 ボランティアセンター 

                                         ℡ ２５－７３１１まで  

    ＝ボランティア大募集コーナー＝ 

   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさまのご協力お待ちしています！！      

連絡先 ＴＥＬ ２５－７３１１ 

運転ボランティア                    

 心身に障害をお持ちの方や高齢者の方が  

通院などで出かける際に、送迎していた      

だける運転ボランティアさんを募集して    

います。ボランティアセンターに登録し    

ていただき、依頼が来た時にこちらから   

都合を伺わせていただきます。運転が好き 

で、福祉活動に理解のある方、よろしく 

お願いいたします。         

芸能ボランティア 

デイサービスや、高齢者施設では・・・  

楽器の演奏、歌、踊り、語りや手品など   

お願いできる人を探しています。個人でも 

グループでもＯＫ。時間などについては 

相談します。日頃の練習の成果を披露して 

いただけませんか？  

 

③ 



ひ と こ と ★センター紹介のホームページ作り    をやっています。できるだけシンプルに、そして目的地

へたどり着きやすいことが目標です。（カロワン） ★機関誌作成担当です。走りながら考える毎日ですが、 

市民の皆さんのたまり場にしてもらえるようなセンターを目指して頑張ります！（もく） 

★実年齢に精神年齢がついてきません（> <）むしろ反比例してゆく日々に喝！するため毎日が勉強と夢中で過ごして

おります（山⇔街のねこ）    ★意見を行動に変える方程式を考えます。（クロ） 

★夜間はサポートセンターにいらっしゃる   方も少なく、ネットの情報を収集しています。 

夜間の利用者も増やしたいです。（凛）     ★MCS は”市民が主役”のまちづくりを進める 

ため市民活動を支援・促進し、市民協働を推進するための拠り所です。がんばります。(ドニーチョ)  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セセンンタターーオオーーププンン記記念念  

ほほ笑みのコンサート開催 

１１月６日に当センターで行

われた、オープン記念コンサー

ト。当日は約６０名の参加があ

り、出演者 雅雅音音人人(がねっと) 

の織りなす、つよく、優しく、包

み込むような歌に耳を傾けなが

ら、ゆったりとした時間を過ごし

ました。参加された 50 代男性か

らは「誰もが気軽に立ち寄ること

のできる場所ができて良かった。

地元にこんな方（雅音人）がいた

ことは知らなかった。歌も心も癒

されるものだったので、また来て

欲しい。」との感想をいただきま

した。 

 

 

Q１：市民活動サポートセンターの印象は？Tamiko さん（以下 T）

「まさに私たちの活動主旨に合った場所ができたと思います。オープニン

グコンサートを機に、私たちもここからまた頑張っていこうという気持ち

になれる場所です。」 

Q２：活動を始めたきっかけは？  T：「環境に興味を持ったこと

がきっかけで、ラブ・アース・ネットワークという組織を立ち上げました。そ

して「心が変わらなければ行動も変わらない」を合言葉に、99 年にパート

ナー辻喬之（つじたかし）さんと共に、音楽を通じて「心」を伝える活動を

はじめました。」 

Q３：雅音人オススメの一曲    T：タタイイトトルル「「わわがが子子へへ」」 

「高知県在住の小松成江さん御一家が NHK の取材を受け、TV放映された番 

組を見たとき、障害を持ったお子さんたちと共に家族が支え合い、生きて

いる、その姿に胸を打たれました。そこで、ぜひ成江さんの作った「わが

子へ」という曲を CD 化したいなという思いから、できた曲です。手話を

交えながら、歌っています。」 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

発 行：松本市市民活動サポートセンター 

〒390-0874 松本市大手３－８－１３  
松本市役所大手事務所 2階 
TEL・FAX ０２６３－８８－２９８８ 
E-mail s u p o r t @ p o . m c c i . o r . j p  
 

発行日：平成１７年１２月１日 創刊号 

編 集：松本市市民活動サポートセンター 

 

セセンンタターー
．．．．．．．．

ののボボラランンテティィアア大大募募集集！！！！ 

ＭＣＳを応援してくれるボランティアを募集しま

す。買い物に来たけどちょっと時間が空いた・・

仕事帰りに寄ってみようかな・・そんなときは是

非一度、足を運んでください。 

お問い合わせはＴＥＬ８８－２９８８まで。  

 

④ 


